
 

5.  協議議事録 
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5.1  現地調査時 
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ボリビア共和国 
ラパス県村落開発機材整備計画基本設計調査 

協議議事録 
 

予備調査(2003年 11月 21日実施)の結果に基づき、日本国政府はボリビア共和国ラパス県村
落開発機材整備計画基本設計調査(以下「計画」という)の実施を決定し、国際協力機構(以下
「JICA」という)へ調査を委託した。 
 

JICA は、ボリビア共和国(以下、「ボ」国という)に JICA「ボ」国事務所長蔵本文吉を団長とする
基本設計調査団(以下、「調査団」という)を 2004年 8月 16日から 9月 21日まで派遣した。 
 

調査団は「ボ」国政府関係者と協議するとともに、本計画対象地域の現地調査を実施した。 
 

協議および現地調査の結果、双方は付属資料に記載された主要事項について確認した。調

査団は、さらに作業を進め、基本設計報告書をとりまとめる予定である。 
 
 

ラパス市、2004年 8月 23日 

 
 
 
 
     
蔵本文吉  Ing. Nicolás Quenta Ticona 
基本設計調査団団長  ラパス県知事 

JICA 
 
 
    
Lic. Luis Arnal Velasco  Lic. Víctor Gabriel Barrios Arancibia  
大蔵省公共投資国際金融次官  農民問題農牧省農牧水産次官 
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附属書 
 
 

1. 本計画の目的 

 
本計画は、対象地域の農牧生産性の向上および貧困削減を目的とする。 

 
2. 計画対象地域 

 
計画対象地域は、「ボ」国ラパス県アチャカチ市およびバタージャス市とする(添付資料Ⅰ参
照)。 

 
3. 責任および実施機関 

 
生産開発局(DDDP)を通じて、ラパス県庁が本計画の責任および実施機関である(添付資
料Ⅱ「DDDP組織図」参照)。 

 
4. 「ボ」国政府の要請の内容 

 
協議を通じて「ボ」国政府から要請された内容は以下のとおりである。 

 
1) 機材供与 

添付資料Ⅲ参照。 
2) 1999 年に実施されたアチャカチ地区農業開発計画基本設計調査における基本設計

の見直し。ただし、無償資金協力ですでに実施された部分は除く(添付資料Ⅳ参照)。 

 
ただし、本計画の最終的な内容は「6.調査の行程」に記載する今後の調査および解析の結
果により決定し、日本国政府に提出し、承認を受ける。 

 
5. 日本の無償資金協力の仕組み 

 
1) 本調査団は添付資料Ⅴに記載される日本の無償資金協力の仕組みについて「ボ」国
側に説明し、「ボ」国側はこれを理解した。 

 
2) 「ボ」国政府は、ラパス県庁を通じて、本計画に対する無償資金協力が実施される場合、
協力の円滑な実施のために添付資料Ⅵに記載される「ボ」国側が実施すべき必要な措

置をとることとする。 
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6. 調査の行程 

 
1) 本調査団は引き続き 2004年 9月 21日まで「ボ」国において現地調査を実施する。 

 
2) JICAは、調査結果に基づき基本設計概要書を西語で作成した後、基本設計概要説明
調査団を 2004年 11月に派遣し、基本設計の概要について「ボ」国側に説明する。 

 
3) 「ボ」国政府が基本設計概要書の内容に同意した場合、JICA は最終報告書を作成し、

2004年 12月に「ボ」国政府に提出する。 

 
7. 特記事項 

 
1) 本無償資金協力計画は、計画対象地域の総合農村開発プログラムの一環として実施
される。 

2) 同様に、上記プログラムの一環として技術協力も実施される。同技術協力はそら豆生産、畜

産改善、職能訓練、保健教育・基礎保健サービス改善の 4本の柱からなる。 

3) 「ボ」国側は、施工時の財源として見返り資金(2KR)、ラパス県の予算等の使用の可能
性を模索するとともに、草の根無償(APC)の要請を検討することを表明した。 

4) 対象地域の農村開発終了後、ラパス県庁はアチャカチ市およびバタージャス市を開発
モデルとしてラパス県内の他地域の農村開発に供与機材を利用することを表明した。 
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AKASAKAN
テキストボックス
　　別添Ⅰ　調査対象地域位置図
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AKASAKAN
テキストボックス
別添Ⅱ　生産開発局（DDDP）組織図
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別添Ⅲ 要請機材リスト 

 

N° 数量 機材 仕 様 考慮事項

1 3 TRACTORES A ORUGA 27 Ton Peso 

2 2 TRACTORES A ORUGA 15 Ton Peso 

3 2 TRACTORES A ORUGA  3 Ton Peso 

4 3 MOTONIVELADORAS 3,1 m Cuchilla 

5 2 PALAS CARGADORAS 1,5~1,7 m3 Capacidad 

6 2 RETROEXCAVADORA 0,35 m3 Capacidad 

7 2 EXCAVADORA A ORUGA 0,6 m3 Capacidad 

8 8 VOLQUETAS 15 Ton Capacidad 

9 6 VOLQUETAS 4 Ton Capacidad 

10 1 AGUATEROS 5,5~6,5 m3 Capacidad 

11 1 CAMION CISTERNA DE COMBUSTIBLE 10,000 m3 Capacidad 

12 2 COMPACTADORA DE MACADAM  10~12 Ton Capacidad 

13 2 COMPACTADORA DE RODILLO NEUMÁTICO 8~20 Ton Capacidad 

14 1 VIBROCOMPACTADORA 2 m Ancho 

15 2 CAMIÓN GRUA 5 Ton Cap. Grúa 

16 9 MEZCLADOR DE HORMIGÓN 0,2 m3 Capacidad 

17 1 CHANCADORA DE DOS ETAPAS 40~70 Ton/hora Capacidad 

18 1 CAMIÓN TRAILER 30 Ton Capacidad 

19 2 CAMIONETA 4×4 Capacidad 

20 3 ACARREADOR TODO TERRENO 2,5 Ton Capacidad 

21 1 COMPRESORA ----------  

22 2 MARTILLOS NEUMATICOS ----------  

23 2 GENERADOR DE LUZ 100focos  

24 8 COMPACTADORAS DE ZAPATAS ----------  

25 1 CAMIÓN MAESTRANZA ----------  

26  EQUIPO TOPOGRÁFICO   
 6 Micro estación (estación total)   
 6 Nivel (con sus respectivos tripodes)   
 6 Miras parlantes   

27 1 CAMIÓN LABORATORIO DE SUELOS COMPLETO   

28 9 MOTOCICLETAS 125 c.c. Capacidad 
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別添Ⅳ 設計見直し対象コンポーネント 
 

幹線道路 CP-1 18.0 km 
幹線道路 CP-2 21.9 km 
連絡道路 CC-5 3.1 km 
ケッカ橋 1 橋 
橋梁 No.3  1 橋 
潜水橋 No.1,2,4 3 橋 
取水工 TSR-2, 3, 9, 27 4 箇所 
灌漑システム SR-2系統 13.5 km 

SR-3系統 4.5 km 
SR-9系統 19.1 km 
SR-27系統 15.1 km 
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別添Ⅴ 無償資金協力 
 

1 無償資金協力のシステム 
 

無償資金協力とは被援助国に返済義務を課さないで資金を供与する援助で､被援助国が

自国の経済･社会の発展のために役立つ施設､資機材および役務(技術あるいは輸送等)を
調達するのに必要な資金を､我が国の関係法令に従って以下のような原則により贈与するも

のである。日本国政府が資材･機材、設備等を直接に調達して現物供与する形態はとって

いない。 
 

1.1 無償資金協力実施の手順 
 

我が国の無償資金協力(無償)は次のような手順により行われる。 
第一段階である「要請」は被援助国から提出された要請書を基に日本国政府(外務省)は
無償としての妥当性を検討する中で､案件としてのプライオリティが高いことが確認された

場合には、JICAに対して調査の指示を行う。 

第二段階である調査(基本設計調査)は JICA が実施するが、JICA は原則としてこの調査
を我が国のコンサルタントとの契約によって行う。 

第三段階の審査と承認は、第二段階で JICA が作成した基本設計報告書を基に日本国
政府がそのプロジェクトが無償資金協力事業として適当であるかを審査した上､閣議請議

を行う。 

閣議によって承認されたプロジェクトは第四段階で両国政府による交換公文(E/N)の署名
によって正式決定に至り､無償資金協力が実行に移される。 
無償資金協力の実施は被援助国政府によって行われる。無償資金協力の円滑な実施の

ため JICAはコンサルタントの推薦、入札・契約手続きその他の手続きについて「調達のガ
イドライン」に沿って被援助国政府を支援する。 

 

1.2 調査の位置づけ 
 

(1) 調査の内容 

JICAが実施する調査(基本設計調査)は要請の背景、目的、効果並びに実施に必要な維
持管理能力等を調査しその妥当性を技術面と社会・経済面で検証を行い、被援助国政

府と協議の上、計画の基本構想を双方で確認し、併せて基本設計と概算事業費の積算

等を行うものであるが、その目的はあくまでも日本国政府が無償として承認するにあたって

の基礎的資料(判断材料) に位置付けられる。 
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なお、当然のこととして、要請された内容が全てそのまま協力の対象となるのではなく、我

が国の無償のスキーム等を勘案し、基本構想が確認される。 

また、無償として実施するに当たって、我が国は被援助国側の自助努力を求める立場か

ら被援助国にも必要な措置を求めており、この措置が実施を担当する機関以外の所管事

項である場合であってもその実施の担保を求めるものであり、最終的には先方政府の関

係する機関全てとの確認をミニッツにより行う。 
 

(2) コンサルタントの選定 

調査の実施に際して JICA は登録業者の中からプロポーザル方式によりコンサルタントを
選定する。選定されたコンサルタントは JICA の指示に基づいて基本設計調査を行い、報
告書を作成する。 

なお、無償資金協力の実行が E/Nにより決定された後のコンサルタントの契約については、
基本設計調査と詳細設計業務の技術的一貫性を保つ必要性があるため、JICAは当該コ
ンサルタントを被援助国政府に推薦する。 

 

1.3 無償資金協力のスキｰム 
 

(1) 交換公文の署名 

無償の実施に当たっては、E/Nによる政府間の合意・署名が必要である。E/Nでは当該プ
ロジェクトに係る目的、供与期限、実施条件、限度額等が確認される。 

 

(2) ｢供与期限｣ 

｢供与期限｣は我が国の閣議決定の行われた会計年度内とする。この間、E/N の署名から
コンサルタントおよびコントラクター等との契約を経て、最終的な支払いを含めて全てを終

了しなくてはならない。 

但し､自然災害等止むを得ない事情により搬入、据付、工事等が遅延した場合には両国

間の協議により一年間(一会計年度)の延長が可能である。 
 

(3) 生産物および役務の調達 

贈与によって調達される生産物および役務は原則として日本国および被援助国の生産

物ならびに日本国民又は被援助国民の役務を購入するため適正に、かつ専ら使用され

る。ここでいう｢日本国民」という語は日本国の自然人又はその支配する日本国の法人を

意味する。 

なお、贈与は両国政府が必要と認める場合には第三国(日本国および当該国以外)の生
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産物の購入あるいは輸送等の役務の購入にも使用することが可能である。 
但し、無償の原則により、贈与を実施するに当たって必要とするプライムコントラクター、即

ち、コンサルタント、施工業者および調達業者は｢日本国民｣に限定される。 
 

(4) 「認証」の必要性 

当該国政府(又は政府が指定する当局)が行う「日本国民」との契約は「円貨建」で締結さ
れ、かつ、日本国政府による「認証」を必要とする。 「認証」は贈与財源が日本国民の税
金であることによる。 

 

(5) 被援助国に求められる措置 

無償が実施されるに際して当該国政府は以下のような措置等が求められる。 

① 施設案件の実施に当たっては施設の建設に必要な土地を確保し、かつ用  地の

整地を行うこと。 
② 用地の整地を行うに際しては、併せて、用地までの配電、給水、排水、その他の付

随的な施股の整備、工事等を行うこと。 
③ 資機材等の案件については、必要な建物等が確保されること。 
④ 贈与に基づいて購入される生産物の港における陸揚げ、通関および国内輸送に

係る手続きが速やかに実施されることの確保。 
⑤ 認証された契約に基づき調達される生産物および役務のうち日本国民に課せられ

る関税、内国税およびその他の財政過徴金を免除すること。 
⑥ 認証された契約に基づいて供与される日本国民の役務について、その役務の遂

行のための入国および滞在に必要な便宜を与えること。 
 

(6) 「適正使用」 

贈与に基づいて建設される施設および購入される機材が、当該計画の実施のために適

正かつ効果的に維持され、使用されること並びにそのために必要な要員等の確保を行う

こと。 

また、贈与によって負担される経費を除き計画の実施のために必要な維持・管理費全て

の経費を負担すること。 
 

(7) 「再輸出」 

贈与に基づいて購入される生産物は当該国より再輸出されてはならない。 
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(8) 銀行取極 

a) 当該国政府又は「指定された当局」は日本国内の銀行に当該国政府名義の勘定
を開設する必要がある。日本国政府は認証された契約に基づいて当該国政府若

しくは指定された当局が負う債務の弁済に充てるための資金を右勘定に「日本円」

で払い込むことにより贈与を実施する。 
b) 日本政府による払い込みは当該国政府又は指定された当局が発行する「支払い

授権書」に基づいて「銀行」が支払い請求書を日本国政府に提出した時に行われ

る。 
 

(9) 支払い授権書 

当該国政府は、銀行取極を締結した銀行に対し、支払い授権書の通知手数料及び支払

い手数料を負担しなければならない。 
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別添Ⅵ 本計画に対する無償資金協力が実施される場合に、「ボ」国政府がラパス県庁を

通じてとるべき必要措置 
 
 

1. 無償資金協力により購入される機材の通関に係る手続きが速やかに実施されることの
確保。 

 

2. 認証された契約に基づいて供与される日本国民の役務について、その役務の遂行の
ための入国および滞在に必要な便宜を与えること。 

 

3. 認証された契約に基づき調達される生産物および役務のうち日本国民に課せられる関
税、内国税およびその他の財政課徴金を免除すること。 

 

4. 無償資金協力により建設される施設および購入される機材が、適正かつ効果的に維
持され、使用されること並びにそのために必要な要員等の確保を行うこと。 

 

5. 無償資金協力によって負担される経費を除き計画の実施のために必要な維持・管理
費全ての経費を負担すること。 

 

6. 銀行取極を締結した銀行に対し、支払い授権所の通知手数料及び支払い手数料を
負担すること。 
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5.2  概要説明時 

 



V - 29



V - 30



V - 31



V - 32



V - 33



V - 34 

ボリビア共和国 
ラパス県村落開発機材整備計画基本設計概要説明調査 

協議議事録 
 
 

国際協力機構(以下、「JICA」と記す)は、2004 年 8 月に「ボリビア共和国ラパス県村落開発機
材整備計画(以下、「本計画」と記す)に関する基本設計調査団をボリビア共和国(以下、「ボ」国と
記す)へ派遣した。調査から得られたデータと情報の評価の後、JICA は本計画についての基本
設計概要書を作成した。 
 

基本設計概要書のコンポーネントについて「ボ」国政府関係者に説明、協議を行うために、

JICAは JICA ボリビア共和国事務所長 蔵本文吉氏を団長とする基本設計概要説明調査団(以
下、「調査団」と記す)を 2004年 11月 6日から 11月 15日まで「ボ」国に派遣した。 
 

調査団とボリビア共和国政府関係者との間で開催された協議の結果、双方は付属書に記載さ

れた主要事項を確認した。 
 

 ラパス市  2004年 11月 12日 
 
 
 
 
 
 
                                               

蔵本 文吉 ニコラス・ケンタ・ティコナ 
調査団長 県知事 
基本設計概要説明調査団 ラパス県 
国際協力機構  
 
 
 
 
 
                                                

ロドリゴ・カストロ ﾋﾞｸﾄｰﾙ・ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ・ﾊﾞﾘｵｽ・ｱﾗﾝｼﾋﾞｱ 
大蔵省公共投資国際金融次官代理 農民問題農牧省農牧灌漑次官 



V - 35 

付 属 書 
 
 

1. 基本設計概要書の内容 

｢ボ｣国側は、調査団の説明した基本設計概要書の内容について基本的に合意し、これを

受け入れた。｢ボ｣国側は調査団との会議の後、別添－1 にて示される調達資機材の内容に
合意した。 

 

2. 日本の無償資金協力の仕組み 

｢ボ｣国側は 2004年 8月 23日付けにて署名した基本設計調査協議議事録の別添 5に記
載された無償資金協力の仕組みについて十分理解した。本計画が日本政府の無償資金協

力として実施が決定された場合には、｢ボ」国側は上記協議議事録の別添 6に記載された本
計画の円滑な実施のために｢ボ」国側が行うべき必要な措置を了解し、また、それを行うこと

を約束した。 
 

3. 相手国責任及び実施機関 

ラパス県庁は、生産開発局／Dirección Departamental de Desarrollo Productivo(DDDP)
を通じて本計画の責任及び実施機関である。 

 

4. 調査の予定 

基本設計概要書の内容について、｢ボ｣国側との合意に基づき JICA は基本設計調査報
告書を作成し、これを 2005年 2月頃｢ボ｣国側に送付することを伝えた。「ボ」国側は何らかの
コメントがある場合には、最終報告書にこれが反映されるよう早急に日本側に伝える。 

 

5. その他の協議事項について 

本プロジェクトの目的を達成するために、｢ボ｣国政府は、以下の事項を実施することに合

意するものである。 

1) 本無償資金協力計画は、技術協力を含む計画対象地域の総合農村開発プログラムの一
環として実施される。 

2) 本計画はアチャカチ地区総合農村開発プログラムの一部であり、同プログラムの実施にあ
たり、調整・管理・フォローアップ・研修・技術支援等の業務における DDDP アチャカチプ
ロジェクト調整部(UCPA)の重要性を再確認するものであり、したがって県庁は、同プログ
ラムおよびそのコンポーネント実施の実現性を保証すべく、必要な予算および要員の継

続性を確保する必要がある。 
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3) 本プロジェクトの実施機関であるラパス県は本プロジェクトの道路、橋梁及び水路の基盤
整備工事を責任を持って実施する。「ボ」国側は施工時の財源として見返り資金(２KR)、
ラパス県予算を使用するとともに、生産性社会投資基金(FPS)、草の根無償(APC)、アチ
ャカチおよびバタージャス市役所等からの資金調達の可能性を模索することを表明した。

また、「ボ」国側は各基盤整備工事の事業実施工程表(別添資料－2)を作成し、本計画が
予定通りに完工するために、本件機材調達後、工事の進捗状況について最低年に 1度、
日本側に書面にて報告を行うものとする。 

4) ソフト面に関する技術移転 
日本側は先方実施機関の指導のもと農民参加で実施する灌漑水路建設工事の施工監

理技術のキャパシティービルディングを図るため、先方実施機関である UCPA 及び灌漑
土壌部(URS)の技術職員に対して施工監理技術指導をソフトコンポーネントで行う。技術
指導期間は 2 ヶ月で以下の内容でかつ交換公文期間内で実施する。 

① 工程管理計画指導 
② 施工監理・品質管理指導 
③ 安全管理指導 
④ 試験施工実施指導 
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AKASAKAN
テキストボックス
別添１　調達資機材リスト
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AKASAKAN
テキストボックス
別添２　実施スケジュール



 

6.  事業事前計画表（基本設計時） 
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事業事前計画表(基本設計時) 

1. 案件名 

ボリビア共和国 ラパス県村落開発機材整備計画 

2. 要請の背景 

・ 「ボ」国の農業セクターは GDP の 15.7%(2001 年)、全体就業人口の 43.9%(2001 年)を占めるが、
農業生産性は近隣諸国に比し低水準にある。Mapa de Pobreza(貧困地図、1995年)によれば、ラパ
ス県内世帯の 39%が極貧困であり、農村部に限定すれば 74%が極貧困、22%が貧困となってい
る。「ボ」国政府は農村部における貧困削減を重点課題とし、「国家農牧農村開発政策」(1998 年)
および「プラン・ボリビア」(2002 年)を策定した。これらは本プロジェクトの上位計画と位置づけられ
る。 

・ ラパス県アチャカチ地区は標高 4,000m の高地平原(アルティプラーノ)に位置し、厳しい自然条件
下で、大多数の世帯が 3ha 以下の土地でジャガイモ・キヌア・大麦・ソラ豆等の主食作物栽培とリャ
マ・乳牛等の飼育を主とした低生産かつ自給的な伝統的農業を行っている貧困地域である。また、

農民の殆どが貧困層に属する先住民(アイマラ族 98%、ケチュア族・メスティーソ 2%)で、1980年代
までは政府の開発からも取り残された地域である。 

・ 本プロジェクトは、建設関連資機材を調達し、アチャカチ地区において「ボ」国側の実施により道
路、橋梁及び灌漑施設の基礎インフラが整備されることをプロジェクト目標とする。また、ひいては

アチャカチ地区住民の所得向上および生活環境改善が図られることを上位目標とする。 

3. プロジェクト全体計画概要 ※下線部：本無償資金協力に直接関係する成果、活動および投入 

(1) プロジェクト全体計画の目標 
・ 裨益対象： 

ラパス県アチャカチ地区住民約 37,000人(2004年) 
・ プロジェクト終了時に発現が期待される直接的な便益： 

アチャカチ地区の基礎インフラが整備され、道路交通の利便性、渡河の安全性、灌漑用水

の利用効率が向上する。 

(2) プロジェクト全体計画の成果 
・ アチャカチ地区の基礎インフラ整備に必要な資機材が整備される。 
・ アチャカチ地区の基礎インフラが整備される。内訳は以下のとおり。 

道路 43.2kmの改修整備 
鋼橋 5橋の建設 
灌漑水路 52.1kmおよび付帯施設の改修整備 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 
・ アチャカチ地区の基礎インフラ整備に必要な資機材を調達する。 
・ プロジェクト運営のための技術訓練を実施する。 
・ 調達資機材を用いてアチャカチ地区の基礎インフラ整備事業を実施する。 

(4) 投入(インプット) 
・ 日本側(＝本案件)： 無償資金協力 6.862億円 
・ ボリビア共和国側： 必要な人員、インフラ整備に係る経費(約283百万円)、施設・機材の運営・維

持管理に係る経費 

(5) 実施体制 
実施機関： ラパス県生産開発局 



VI - 2 

4. 無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 
・ ボリビア共和国ラパス県アチャカチ地区 

 
(2) 概要 
・ アチャカチ地区の基礎インフラ(道路、橋梁、灌漑施設)の整備に必要な資機材の調達。 
・ UCPAおよび URSの技術者を対象とした、灌漑水路工事の施工監理に関する技術指導。 

 
(3) 相手国側負担事項 
・ アチャカチ地区基礎インフラ整備事業の実施 

 
(4) 概算事業費 
・ 概算事業費 9.69億円 (無償資金協力 6.86億円、ボリビア共和国側負担 2.83億円) 

 
(5) 工期 

2005年 2月から約 13ケ月(予定) 
 
(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 
・ 直接の裨益者である先住民族アイマラの歴史的な事情・社会的慣習に配慮する。 

 

5. 外部要因リスク 

・ 機材調達を妨げる政治経済上の変動がない。 
・ 政府の先住民支援対策が中断されない。 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

特になし 

7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

項 目 2011年計画値 

道路改修延長 43.2 km 

橋梁建設箇所 5箇所 

灌漑水路改修延長 52.1 km 

(2) その他の成果指標 

市場へのアクセス時間が短縮される。 

(3) 評価のタイミング 

・ 2011年以降(機材調達後開始される先方政府による施設整備完工 1年経過後) 
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